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ル・ 1987・4p. 145 ~ 15426)または同題「東
洋大学 AA文化研究所・研究年報 21号J・


































































































占めて行く過程である。 しかし， 1919 - 1924 
年のこの段階は，まだ本土志向性が支配的で，
本土の文学を輸入し，学習する段階であった。























































































































































の発言を 10項目に整理したが，その中の， 1 
独自性あるシンガポール文学， 2. 華人社会と






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 2 -(153) 
東南アジア華人の思想意識の変容
一一華僑から華人へ一一
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3主
1. はじめに
1989年 12月30日のシンガポール連合早
報・連合晩報・新民日報は， i新華文芸出版物
展覧会Jの閉幕式に当たって，与党人民行動党
主席兼第二副首相王鼎昌(オン・テンチョン)
氏の式辞を大々的に掲載した。
この展覧会は「建国30周年新華文芸書刊展」
と称するもので，独占的与党の人民行動党が主
催者となり，シンガポール大会堂で， 1989年 12
月29日から翌年 1月1日まで 4日間に亙り
開催された。政府当局が組織する展覧会委員会
はこの機会を利用して，華語による作品の懸賞
募集をすると共に， i建国後30年を経たシンガ
ポール華文文学の特徴，発展および展望」と題
する文芸座談会を聞いた。また，同委員会は
500ページに達するく新華文芸索引 30年〉の
編集に着手した。これは建国30周年記念活動
の一環としての行事であるが，人民行動党や政
府が公式に乗り出して，華文文学に関して積極
今冨正巳
的な活動を行なった事は注目に価する。シンガ
ポールでは，周知のように実質的な英語最重視
政策がとられ，華語による最高学府，南洋大学
が強権により廃止されてから凡そ十年を経てお
り，華語・華文の社会的地位は低落し，官界実
業界を問わず，華語は事実上公用語でなくなっ
てから既に久しい。今回の行事は一体如何なる
意味を持つものであろうか。
1989年 12月30日日の連合早報は，上記王鼎
昌副首相の閉幕式での発言を次のように伝え
た。「新華文学(シンガポール華文文学)の作家
は，国際的には世界に目を向けつつ自己の立場
を守っている我が国家の態度を見習い，絶えず、
外からの養分を吸収し，自己を充実すると共
に， この国の意識を重視する長所を維持し， シ
ンガポールの作家のみが書くことのできるシン
ガポール文学を創らなければならない。我々が
シンガポールの前途に対して過度に楽観的で
あっはならないと同様に，我々はまた悲観的で
あってはならない。新華文学活動家はまた，倣
らず， 自惚れずの態度を持し， 自信を持って文
学上の努力をしなければならない。新華文学の
発展は終始華人社会の発展と関係があったが，
全期聞を通じて華語新聞の文芸副干iJl)は新華文
学を推進する主な力となって来た。文芸副刊は
新華文学のために一代また一代と新しい血液を
生み出し，育てて来たが，警居，出版社，作家
組織， 学校， 同郷・宗親の会館2)およびその他
の華人社会団体が長い間文芸創作を推進してき
たことも，新華文芸の発展にとって重要な力と
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